
CIEC Decision document '00

◆2000年度CIEC定例総会報告

日時　2000年8月3日　16時17分から17時10分

場所　北海道大学　情報教育館　3階　スタジオ型多目的中講義室

出席　本人出席72（本人65、団体7）、書面85（本人60、団体25）、 　　　委任状14（個人13、団体1）

議　事

1.　総会の成立確認

・会長より指名された司会者小野　進理事（東京大学教員）開会を宣言。司会者より、 会員数は712名（621

名、91団体）、成立要件は73名以上の出席対し、73名以上の参加を 確認して、CIEC2000年度定例総会の成

立が告げられた。

2.　 議長・副議長の選出

・司会者より、理事会からの議長団推薦の紹介があった。議長に鹿児島大学の指宿理事、副議長に東京工業

大学の籠谷理事の推薦が告げられ、ほかに立候補はなく、拍手で確認された。

3.　奈良会長より開会の挨拶

「今年はCIECの中期目標を設定する年、年内にはまとめたい。北海道のみなさまに今年のPC カンファレンス

開催に際してお礼申し上げる。」

4.　議事運営に関して議長より提案

・効率の良い議事運営のために以下の提案があり、拍手で確認した。

　提案は、役員選挙以外は連続して提案し、提案後 一括して討議する。 採択は、議案ごとに個別に採択、 出

席者の過半数の賛成で議決する。

5.　議案1 ・「1999年度事業報告と2000年度事業計画」の提案を信州大学の矢部　正之副会長より行った。

6.　議案2、 議案3、 議案4

・議案2「1999年度収支報告」、 議案3「1999年度収支差額処分案」、 議案4「2000年度予算案」の提案

を 一括して、立命館大学の松田　憲副会長より行った。

7.　監査報告

・議案2に関する監査報告を朝岡　良平監事より行った。



8.　意見用紙の紹介と回答

書面議決と一緒に届いた6通の意見用紙の紹介と回答を 矢部　正之副会長より行った。（詳細別記、

NewsletterNO.21掲載）「いろんな意見が出ることがCIECの活動のエネルギーの もとになっている」

9.　討論

全議案を一括して行った。意見はなかった。 採択は議案ごとに、連続して委任状を含めて行い、出席者の 過

半数の賛成で、議決。書面出席85を加算する。 議案1から4まで賛成多数で採択された。　　

10.　議案5

・議案5「役員選挙」について、議長より選挙管理委員会に報告を求めた。

　神戸大学の辰己丈夫選挙管理委員会委員長より以下が報告された。

　今回の役員選挙は、CIEC会則にもとづき、役員選挙規約にもとづき、理事会の確認において行った。選挙

権、被選挙権はともに、立候補の締切までに99年度の会費を納入した方で、648名（個人会員560、団体会員

88）であった。

　5月19日、選挙管理委員に神戸大学　辰己　丈夫会員、東京薬科大学菊地　祐子会員、立教大学内田　由美

子会員が任命された。5月30日に公示、6月12日正午に立候補を締め切った。立候補は定数内で、信任投票で

あることを選管で確認した。また投票の方法は、すべて郵送によるものとし、6月21日に発送した。投票は7

月15日消印までで締め切りとした。開票は7月24日18時10分より、選管の管理のもとで立会人を置き、厳正

に行った

　開票の結果は次の通り。投票総数190票、有効投票190票、無効0票、信任185～189不信任1～5よって信

任された。

11.役員選挙結果の承認　　

・選管より報告された役員選挙及び役員選挙の結果について、拍手で確認された。 ・会長より全員壇上にあ

がり、新役員の紹介をおこなった。

12.　閉会

・17時05分籠谷副議長より議事終了がつげられ、議長団の解任とCIEC総会の閉会が宣言された。

議案1：1999年度事業報告と2000年度の事業計画

1.　1999年事業報告

　今年はCIEC設立後4年目の年です。これまでの活動で、若く小規模でありながら、様々な分野の様々な人々

が集う組織は、極めてユニークな学術団体としての顔が整って参りました。学術的側面では、1999年9月に日

本学術会議の 第18期会員の推薦団体（教育系）に登録されました。



　また、その広がりは、全国大学生協連合会とは、PCカンファレンスの共催でのより密接な協力・支援体制が

確立されたのに加え、日常的な活動へも発展しつつあります。広がりは更に、小中高校の教育にも及び、 着実

な成果を挙げ始めております。

詳細は、以下の通りです。

2、PC カンファレンスの一層の充実

全国大学生協連との共催でつくられているPCカンファレンスは、1999年の長野に引き続き、2000年は北海

道大学を会場に開催され、より地域に根ざしたシンポジウムと、134本（うち北海道50本）の分科会・ポスタ

ーセッション報告が予定され、更なる充実が図られました。また、大学生協の中でのPCカンファレンス活動の

意義と到達点の整理が行われ、CIECと大学生協の関係がより密接になり、開催校について2、3年先が見通せ

るようになりました。

2、研究会の発展

　カンファレンス委員会担当の研究会は、1999年4月～2000年3月の間に10回、小中高部会担当のものが3

回、開催することができました。内容も地域での開催を工夫し（京都、北海道、大阪）、企業の積極的な参加

による研究会も3回（第14回、第16回、小中高部会第3回）と、空間的にも人的にも更に広がりが出来てきま

した。

　会員からの研究会提案と開催までの手順について、申し合わせ事項を定めることにしました。

3、小中高部会の立ち上がりとその活動の広がり

　1999年8月にたちあがったこの部会は独自の研究会、無線LANネットデイのとりくみ、学校訪問、副読本つ

くりという4つの柱をたてて活動しております。2003年の高校情報科の設置にむけて、高校特に私立（中）高

の不安は大きく、研究会は回を追うごとに新しい参加者、継続参加者の増加を得ています。また、その中で20

人の新会員を得ています。

4、CIECware活動の進展

　CIECwareの一つであるCIEC TypingClubがタイピング練習ソフトとしての社会的評価をうけ、その結果と

して大学生協を中心とした普及の見通しがついてきました。また、コースウエア開発支援に関する全国大学生

協連との話合いがもたれ、CIECwareなどのソフトウエアに関する活動について、協力関係ができあがってき

ました。

5、団体会員との協力関係

　全国大学生協連以外の団体会員、特に企業の会員との協力関係も可能なところから軌道に乗り始めていま

す。ホームページでの団体会員の紹介とリンクがそのひとつで、小口団体会員との協力関係は具体的に実りは

じめています。団体会員のセミナーや催しについて、インフォメーションメーリングリストで広報し、企画に



よってはCIECの共催や後援という形態でも実施されました。

6、学術団体登録

　懸案でした学術団体の登録が、1999年9月、日本学術会議第18期会員推薦団体（教育系）に登録、と言う形

で実現しました。更に、2000年には、本会から学術会議会員候補に佐伯　胖理事を推薦しました。

7、中期目標の検討

　中期目標検討委員会報告書（中間報告書：資料参照）が提出され、戦略的に重視して取り組むべき課題、学

術組織としての基本的活動、組織基盤の強化に関する課題、が示されました。これを元に全会員にアンケート

を行い、更なる論議・検討を加えるという、中期目標検討の最終段階を迎えています。

2000年度の事業計画

　2000年度においても、従前からの活動の基調は変わらず、各活動の更なる強化・発展を図ります。21世紀

初のPCカンファレンスの成功に向けた準備を全国大学生協連と協力して進め、CIECwareへの取組みの強化と

より広範な普及への努力をし、より多様で幅広い国際交流を目指して広報・イベント企画などを模索し、日常

的な会員活動として研究会・部会・プロジェクトをさらに活性化するなど会員の幅広い参加を図り、日常的な

広報活動として会誌を中心とする紙メディアとネットワーク中心の電子メディアを両輪に充実して参ります。

（詳しくは、添付の資料参照）また、これらを支える個人・団体会員の拡大、諸活動の更なる充実と新らたな

取組みが求められます。

　今年度新たに、あるいは特に重点的に取組む課題は、以下の2点にまとめられます。

1、会員活動の充実

　委員会活動を中心に、部会、支部活動、プロジェクト活動の充実を図ります。委員会活動では、新たに入会

された会員を中心に協力者を募り、委員会活動の幅を広げます。また、当初予算化されている委員会活動のみ

ならず、プロジェクト経費等必要に応じて予算措置を講じ、部会・支部・プロジェクト活動を促進します。そ

れら活動への予算以外の支援についても、運営委員会及び関連の委員会で、会員の要請に応えられるよう努め

ます。 特に、国際活動の推進をはかるため、種々の形態の国際学術交流を検討する端緒を開きます。

2、中期目標検討とその具体化に向けた取組み

　1999年度にまとめられた中期目標検討委員会中間報告と、それに対する会員アンケートを元に、検討項目

の加除・方針の確定など、さらに議論を行い、最終報告をまとめます。それを元に中期目標を策定し、その具

体化を図ります。戦略的課題についてはワーキンググループを作って取り組む手順を定めます。学術団体とし

ての基本活動は委員会活動を通して深めていきます。組織基盤の強化に関しては、三役会議で検討しながら、

運営委員会に提起して進めていきます。

　特に組織基盤の強化については、本年度の中心的課題でもあるとの位置付けで、個人・団体双方の会員拡大

を図ると共に、組織の在り方について具体的な検討を開始します。




